
これからの季節、少しずつ気温も下がり空気も乾燥してきます。風邪

をひいたり体調を崩したり、様々な感染症が出てくると思います。

園でも引き続き室内の消毒と清潔を保ち、元気に楽しく過ごせるよう

に環境を整えていきたいと思います。

段々と気候も涼しくなり、長久保公園や周辺の木々の葉っぱの色も黄

色や赤色に変化し、本格的な秋の訪れを感じています。今月も元気いっ

ぱいに過ごし【○○の秋！】をみんなでたくさん満喫していきたいと思

います！
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0歳児・1歳児は言葉の獲得に大切な年齢です。そして沢山対話をしてい

く事がとても重要です。この時期に受けた言葉の量や質が将来まで左右し

ますので、毎日一緒にいる大人の関わりはとても大切になってきます。ま

だ話せない子であっても一方的に話さず、相手が今どんな気持ちなのか、

どんな事を考えているのか考え、思いを汲み取りながら対話するよう心掛

けています。嬉しい事、楽しい事、悲しい事があればその気持ちを代弁し

共感します。話す時には目を見てゆっくりと、はっきり話します。子ども

は大人の話を耳で聞いているのと同時に口の動かし方もじーっと見て、口

がどう動いているのかなとよく観察し真似をして口を動かしたり、一生懸

命その言葉を言おうと頑張ります。物の名称に対しても、例えばリンゴを

指差しながら「ごっ」という子に対して「リンゴだね」と、その言葉を正

しく正確に伝えます。「わんわん」や「にゃーにゃー」と言う子に対して

も「犬だね」「猫だね」と正しい言葉を知らせています。一つ一つ丁寧に

応えていく事は子どもたちが沢山お話しをするようになるまでの大切な過

程です。簡単な言葉の繰り返しや模倣を通じ、子どもの表情や身振り等、

やり取りの中で発語を促しています。「楽しい」や「嬉しい」と言ったり、

伝える時は笑顔で伝えます。笑顔で伝える事で「楽しい」「嬉しい」とい

う言葉は笑顔に繋がる等、場面に合った言葉を覚える事で言葉の理解が深

まります。
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2歳児になると言葉の数が増え「なに？」「どうして？」と質問する事が増え、

色々な名前や物に興味を持つようになります。そして自分で考える、自分で決め

るといった力も徐々についてきて、子ども自身で決めて行動できるような言葉掛

けを心掛けています。例えば、「玩具はここにお片付けだよ」ではなく「この玩

具はどうすればいいかな？どこにお片付けする？」と、一度自分で考えるような

言葉を掛けています。この時「まだ遊びたい」という子もいますが、そのような

時は「まだ遊びたかったね」と、その時の気持ちを一度受け止めた上で「次は何

するんだっけ」「お片付けして終わったらおいで」等、自分で終わりを決められ

たり自分で次に何をするのか考えて行動するようにします。大人が全て決めて指

示を出すのではなく、子ども自身で考えて行動するといった子どもが主体となり

活動できるような声掛けをしています。 

夏が過ぎ、９月から少しずつぱんだ組を利用するご家庭が増えてきました！

１歳、２歳のお友だちが多くなり日々賑やかなぱんだ組。

お昼時になると、早くごはんちょうだい！！と言いたげな「うぅ～！」と声

を出してアピールをしたり「いただきます」「ごちそうさまでした」の語尾を

真似して「・・・す！」「・・・した！」と言えるようになった子どもたち。

そこで私たちは「おなかすいたよね、今、準備するね！」と思いを代弁し共感

したり、少しでも思いを言葉に出来た時にはたくさん褒めます！子どもたちは

褒められると嬉しく思い、笑顔を見せてくれます。その笑顔がとっても素敵で、

私たちもそれを見て笑顔になります！子どもたちの成長、発達した姿を見る事

が出来て嬉しく思っています。

言葉について 

新しいお友だちが

増えました！！！


